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「歩きながら考える」 
          校長 鈴木 斎 
  

新しい学年、新しい仲間たち、新しい先生たち。これまでとは異なる環境の中に身を置いて

いる皆さんは、大きな期待と不安を同時に感じながら、毎日を過ごしていることと思います。

そんな皆さんに、ある生徒と先生のやり取りを紹介します。 
  

 「どうなるんでしょう、これから」 
  

生後５ヶ月で眼病を患い３歳で右目、９歳で左目を失明し、18歳のときに特発性難聴で失聴

し、全盲ろう者になったある青年が、担任の先生に投げかけた問いかけです。当時盲学校の高

等部３年生であった彼は、視力だけでなく聴力をも失ってしまい、「授業はどうすればいいの

か？」「友達との関係はうまくいくだろうか？」「卒業できるのか？」「大学進学は？」等々

のいくら考えても答えの見えない不安をたくさん抱えていました。 
  

 「うまくいかなければ、またその時考えればいいさ。とにかく一歩踏み出す、歩きながら考える。 

 それしかないよ」 
  

上記の問いかけに対して、彼の担任の先生が答えたものです。彼はその言葉に背中を押され、

盲学校を卒業し大学に進学。その後研究者としての道を歩き続け、現在は大学教授、バリアフ

リー研究者として活躍されています。 

最後に、漫画「ONE PIECE」の中で、白ヒゲ海賊団 VS海軍の頂上決戦の末、エースを目の前

で喪ったルフィが心身ともに疲弊していた時に、ジンベエが諭した時のセリフを皆さんに贈り

ます。 
  

 「失ったものばかり数えるな。ないものはない。お前にまだ残っておるものはなんじゃ？」 

 

 
新任の教職員を御紹介します 
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 この「くすの木通信」は、教室掲示、ホームページ掲載、Teams配信によって発行（不定

期）する予定です。是非、御一読いただき、学校への御理解、御協力をいただきますようお願
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